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【手続補正書】
【提出日】平成21年8月7日(2009.8.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の副領域を含む複数の画素；
　直前のフレームの映像信号と現在のフレームの映像信号とに基づいて第１補正映像信号
を生成し、前記第１補正映像信号と次のフレームの映像信号とに基づいて第２補正映像信
号を生成する映像信号補正部；及び、
　前記映像信号補正部から出力された第２補正映像信号をデータ電圧に変えて画素に供給
するデータ駆動部；を有する液晶表示装置であり、
データ電圧と共通電圧との間の差である画素電圧の目標値の下限が画素電圧の実際の下限
より高い液晶表示装置。
【請求項２】
　画素電圧の目標値の下限がブラック階調に対応し、その範囲が1.5V～2.0Vである請求項
１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　直前のフレームの映像信号の示す階調値が第１設定値以上であり、かつ現在のフレーム
の映像信号の示す階調値が、第１設定値より低い第２設定値以下であれば、現在のフレー
ムでは画素電圧の実際の下限を画素に対して印加する請求項１又は２に記載の液晶表示装
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置。
【請求項４】
　画素電圧の実際の下限が0.5V～1.2Vである請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記第１補正映像信号と直前のフレームの映像信号との間での階調値の差が、現在のフ
レームの映像信号と直前のフレームの映像信号との間での階調値の差以上である請求項１
から４のいずれか１つに記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記第１補正映像信号の示す階調値が第３設定値以下であり、かつ次のフレームの映像
信号の示す階調値が、第３設定値より高い第４設定値以上であれば、現在のフレームでは
予備傾斜電圧を画素に対して印加する請求項５に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記予備傾斜電圧が2.5V～3.0Vである請求項６に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　ホワイト階調に対応する画素電圧の目標値の上限が画素電圧の実際の上限より低い請求
項１から７のいずれか１つに記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　ホワイト階調に対応する画素電圧の目標値の上限が画素電圧の実際の上限と実質的に等
しい請求項１から７のいずれか１つに記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　画素の副領域が、互いに隣接する第１副領域と第２副領域との対を複数含む請求項１か
ら９のいずれか１つに記載の液晶表示装置。
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